
「理論統計学教程：保険数理と統計的方法」(共立出版)
正誤表

※以下，例えば 103のような表記は 10ページの上から 3行目，105の表記は 10ページの下か
ら 5行目，などの意味である．

1. 294: ϕ
(n)(0) → ϕ

(n)
X (0)

2. 739: pi ≡ p → pi ≡ 1− p

3. 751: Var[S] =
p(α2 + α− 1)

(1− p)2β2
→ Var[S] =

p(α2 + α− αp)

(1− p)2β2

4. 772−3: 以下の表現，２箇所．

exp

(
− iλµ√

λ(µ2 + σ2)

)
→ exp

(
− iλµt√

λ(µ2 + σ2)

)

5. 915: exp(−x2) → exp(−x2/2)

6. 1021: これは正値関数であり → これは十分大きな tに関して正値であり

7. 1215:
ck

κ− 1
→ cκ

κ− 1

8. 1217: ∫∞
x FU (dy)

FU (y)
→

∫∞
x FU (dy)

FU (x)

9. 1356: TV aRα(λX + (1− α)Y ) → TV aRα(λX + (1− λ)Y )

10. 15910: Θは開集合で → Θは有界な開集合で

11. 16312: Θ内の → Θ内の

12. 16611 (4.16)式: 以下の条件に変更

∂kθ

∫
R
fθ(x) dx =

∫
R
∂kθ fθ(x) dx

13. 1686: Θ ⊂ Rp → Θ ⊂ R

14. 1695: 「rnは θに依存しない確率変数で rn →p r ∈ Rを満たすとする」→ 「rnは θに依存
しない確率変数で {Xi}i=1,...,nと独立とし，ある σ2r ≥ 0に対して，

√
n(rn − r) →d N(0, σ2r )

を満たすとする」

15. 1698: C
2級 → C1級

16. 1697: ∂θE[ψθ0(X1)] = → 削除

(ここでは Vθ0 ∈ (0,∞)の存在だけでOK)
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17. 1694:

σ2(θ0) = E
[
{ψθ0(X1)− r}2

]
V −2
θ0

→ σ2(θ0) = E
[
{ψθ0(X1)− r}2

]
V −2
θ0

+ σ2r

注意：σ2r については修正 14を参照のこと．

18. 1728, (4.21)式: p̂m = Nm

1+Nm

19. 1724−3: p(1− p)の部分をすべて p(1− p)2とする．

20. 1722, 173
1: p̂m(1− p̂m)の部分をすべて p̂m(1− p̂m)2とする．

21. 1757: σ
2
γ の表現を以下のように修正：

σ2γ =
mU (2γ)− [mU (γ)]

2

[m′
U (γ)]

2
+

(1− p)2

p3

注意：この修正は 14の修正で σ2r を追加したことによる．同様に，次の修正が必要となり
ます：

22. 1753: σ
2
γ の表現を以下のように修正：

σ2γ =
E
[
(erV1 − 1/p)2

]
(E[V1eγV1 ])2

+
(1− p)2

p3

23. 1792:
θα

(1 + θ)α
→ αθα

(x+ θ)α+1

24. 1802:
θ̂â

(1 + θ̂)α̂
→ α̂θ̂α̂

(x+ θ̂)α̂+1

25. 1804: ℓnを以下のように変更

ℓn(θ, α) = m logα+mα log θ − (α+ 1)

m∑
i=1

log(Vi + θ)

26. 2024: λs → λt

27. 2087: ∫ b

a

∫
U
N(dt,dz) →

∫ b

a

∫
B
N(dt,dz)

28. 21813: u ≥ 0 → v ≥ 0

29. 2492: E[S̃k] = 0 → E[S̃k] = λµt

30. 2502: ∑n
k=1 S̃k√

n
√
λ(µ2 + σ2)t

→
∑n

k=1(S̃k − λµt)
√
n
√
λ(µ2 + σ2)t
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31. 2584: ψ(u, T ) → P(τ > t) = ψ(u, T )

32. 2586:

exp

(
−(u− µT )2

2σ2T

)
→ exp

(
−(u+ µT )2

2σ2T

)
33. 2585 & 2582:

exp
(
− µ

σ2

(
µ+

√
µ2 + 2σ2s

))
→ exp

(
− u

σ2

(
µ+

√
µ2 + 2σ2s

))
34. 2866: ϕ(u) = e−λt.... → ϕ(u) = e−λT ....

35. 3398 & 3397:

=

n∑
k=1

1

k2
→ <

n∑
k=1

1

k2

36. 3404: Mn,∆(Z) = z1(n∆)z2((n− 1)∆) = r(2∆)z1((n− 2)∆)z2((n− 1)∆)

→ Mn,∆(Z) ≤ z1(n∆)z2((n− 1)∆) ≤ r(2∆)z1((n− 2)∆)z2((n− 1)∆)

37. 3405:

r(2∆) +

∫ ∞

0
z1(x)z2(x) dx → r(2∆) ·

∫ ∞

0
z1(x)z2(x) dx

38. 3535: x, y ∈ Ct → x ∈ Ct

その他，追加すべき事柄について

• 2583, 定理 6.39に対する注意:

(6.45)式についてψ(u, T ) = P(τ ≤ T )を考えると，µ ≤ 0ならば lim
T→∞

ψ(u, T ) = 1となるの

でこれは通常の分布関数であるが，µ > 0のときには， lim
T→∞

ψ(u, T ) = e−2µu/σ2
< 1となっ

て，このとき ψ(u, ·)は不完全分布 (defective distribution) となることに注意せよ (不完
全分布については，p.79の「不完全再生方程式」に関する注意を見よ)．

以上，

その他，コメント等は shimizu@waseda.jpまでいただけますと幸いです．
最終更新：2019年 11月 23日　清水泰隆
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